






















要約 沖縄県石垣島に在住する1歳6か月児を持つ母親64人と3歳児を持つ母親99人につ

いて育児不安、日常の生活感情、育児についての母親の役割意識、夫婦関係、日常の対人

関係等を質問紙によって調査し検討した。得られた結果の主なものは以下の通りである。 

(1)育児不安については、1歳 6か月児では体の発育に、3歳児では性格、健康、知能等に

不安を持つ者が多い。相談相手は主人が一番多いが、一緒に考え一緒に改善への努力をし

てくれる主人はすくない。また、自分の育児能力についての不安は多くの者にみられ、と

まどいを示している。 

(2)日常の生活感情については、両群の母親とも、いらいらしたり、あせったり、毎日がな

んとなく面白くないという者が多い。特に 3歳児を持つ母親には、生きているという張り

合いがない、育児がわずらわしいと答えている者が 10%強みられる。 

(3)夫婦関係については、両群の母親とも主人と一緒にいても心がなごまない、言いたいこ

ともはっきり言えない。話をしていて楽しくない等と答えている者が 10%台の価でみられ

る。特にこの傾向は 3歳児を持つ母親に顕著である。 

(4)母親の役割意識については、両群の母親とも子供が小さいうちは母親は家にいて育児に

専念するのがよいという育児への強い役割意識と、男性も積極的に育児に参加すべきであ

るという育児への平等意識が強く示されている。特に前者は 3歳児を持つ母親に顕著であ

る。 

(5)母親の対人関係については、両群の母親とも主人を心から信頼できず、一緒にいても楽

しく話もできず、一緒に行動しても楽しくなく、つらいとき困った時でも相談できず、主

人の為にはできるだけのことはしてあげたいとは思わない、と答えている者が 20%～30%み

られ、冷めた眼で主人との関係をみている者が多い。この傾向は 3歳児を持つ母親に顕著

である。 


